
午前99時〜午後44時3300分 ☎電話受付も同様です

役市 所開 時庁 間のお知らせ 対象施設
◦市役所本庁
　�※市民課窓口延長日（第2・第4水曜日：本庁
のみ）は変更ありません（午後7時まで）。

◦各支所
◦美山町各地域振興会行政窓口
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新
春
特
別
企
画

食
農
と
環
境

　
　
そ
し
て
ア
ー
ト
で
輝
く

　
　
　
　
　「
京
都
丹
波
」の
未
来
へ

2026.9.18 – 11.8 / 52　  Days of Discovery

「ありのまま」   の京都丹波が、日本を元気にする
　
令
和
8
年
9
月
18
日
か
ら
52
日
間
開
催
す
る
第
43
回
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹
波
－
京
都
丹
波
み
ど
り
の

里
ま
つ
り
－
（
以
下「
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
」）は
2
市
1

町（
亀
岡
市
、
南
丹
市
、
京
丹
波
町
）が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
歴
史
的
な
挑
戦
で
す
。

　

テ
ー
マ
は「
食
農
と
環
境
そ
し
て
ア
ー
ト
で
輝
く
京
都

丹
波
」。
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
環
境
や
人
々
の
営
み
を
大

切
に
し
、
芸
術
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々

へ
京
都
丹
波
本
来
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
丹
波
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
感
じ
た「
緑

の
大
切
さ
」を
都
市
部
に
持
ち
帰
る
こ
と
で「
み
ど
り
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

の
フ
ェ
ア
と
は
異
な
る「
都
市
緑
化
」を
形
づ
く
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
開
催
年
を
迎
え
、
主
催
す
る
2
市
1
町
の

首
長
が
集
ま
り
、
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
開
催
に
向
け
た

想
い
を
語
り
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
フ
ェ
ア
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
で
1
月
1
日
か
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲首長対談収録の様子
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緑化フェアって？
　全国都市緑化フェアは、住民一人ひとりがみどりの大
切さを知るとともに、みどりを守り、たのしめる知識を
深め、みどりがもたらす快適で豊かな暮らしがあるまち
づくりを進めるため、昭和58（1983）年から毎年、全国
各地で開催されている「花と緑の祭典」です。
　京都丹波みどりの里まつりをきっかけに「こころ豊かな
ライフスタイル」による新たな時代の幸福社会の実現につ
なげます。

― シンボルマーク ―
にしいっちょうの花

― イメージキャラクター ―

亀岡市、南丹市、京丹波町のマスコットキャラクター。
左から「京丹波味夢くん」 、「明智かめまる」、「さくらちゃ
ん」、をフェア用にアレンジ。

2市1町の樹々に咲く花をイメージ。
型取られた花びらがそれぞれのまちの形を表しています。

名　称
第43回全国都市緑化フェアin 京都丹波

愛　称
京都丹波みどりの里まつり

テーマ
食農と環境そしてアートで輝く「京都丹波」

開催期間
令和8(2026)年

9月18日(金)～11月8日(日)

主催者等
提唱：国土交通省

主催：京都府、亀岡市、南丹市、京丹波町、
公益財団法人都市緑化機構

2026.9.18 – 11.8 / 52　  Days of Discovery

「ありのまま」   の京都丹波が、日本を元気にする
　
「
2
市
1
町
併
せ
て
人
口
約
13
万
人
弱
で
す
が
、
自
治

体
同
士
が
連
携
し
て
、
こ
の
規
模
で
も
全
国
的
な
フ
ェ
ア

を
成
功
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
証
明
し
た
い
で
す
。
こ
れ
が

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
日
本
を
元
気
に
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」。

―
第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹
波　
　

実
行
委
員
会　
会
長 

桂
川
孝
裕 

亀
岡
市
長 ▲動画を見る

こ
こ
で
は
対
談
内
容
の

一
部
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

1月1日公開
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︱　
食　
農　
︱

　
　
京
都
丹
波
が
誇
る
食
と
農
の
魅
力
と
は

　
古
く
か
ら
京
の
都
の
台
所
と
呼
ば
れ
て
き
た
京
都
丹

波
。
そ
の
豊
か
さ
の
源
泉
に
は
清
ら
か
な
水
と
盆
地
特

有
の
寒
暖
差
が
あ
り
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
立
ち
込
め
る

幻
想
的
な「
丹
波
霧
」が
、
こ
の
地
の
作
物
の
旨
み
を
凝

縮
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

亀
岡
の
京
野
菜
、
南
丹
の
お
米
、
京
丹
波
の
黒
大

豆
・
大
納
言
小
豆
な
ど
は
、
ま
さ
に
こ
の
丹
波
が
育
ん

だ「
自
然
の
芸
術
品
」で
す
。

　
す
ば
ら
し
い
自
然
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
食
の
恵

み
を
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

―
畠
中
源
一 

京
丹
波
町
長

LANDSCAPE  
暮らしが創り出す、
絶妙な調和。

FUTURE  
「京都丹波」が巻き起こす、
イノベーションを体験せよ。

︱　
環　
境　
︱

　
　
京
都
丹
波
な
ら
で
は
の
自
然
環
境
と
は

　

京
都
丹
波
は
、
山
、
川
、
水
田
、
畑
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
を
形
づ
く
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

は
芦
生
の
原
生
林
の
よ
う
な
非
常
に
深
い
森
も

あ
り
ま
す
。
多
様
な
表
情
を
持
つ
自
然
の
美
し

い
景
観
が
特
徴
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
の
魅
力
は
、
古
く
か
ら
の
文

化
や
歴
史
、
そ
し
て
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
の

暮
ら
し
が
絶
妙
に
調
和
す
る
こ
と
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
然
の
美
し
さ
と
そ
れ
を

FEAST of THE MIST 
霧が育む、ごちそう。

― 

み
　
ど
　
こ
　
ろ 

―

亀岡市 フェア拠点

京都・亀岡保津川公園と亀岡運動公園
京都・亀岡保津川公園は、約14ヘクタールの農地を活用し「オーガニックビレッジ
パーク」として整備する先進的な取り組みです。
亀岡運動公園では、チェルシーフラワーショーにおいて金メダルを13回獲得の石
原和幸氏がメインガーデンを制作。約800万本の夢コスモス園も隣接。
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︱　
ア
ー
ト　
︱

　
　
ア
ー
ト
で
輝
く
京
都
丹
波
と
は

　

京
都
丹
波
に
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
な
ど
の

O
B
を
は
じ
め
、
多
く
の
芸
術
家
が
在
住
し
活
動

中
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
が
緑
豊
か
で
美
し

い
自
然
景
観
を
誇
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
土
、
水

と
い
っ
た
豊
か
な
環
境
を
活
用
し
、
自
ら
の
芸
術

を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
活
動
で
き
る
土
壌
が
こ
の
京
都

丹
波
に
は
存
在
し
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
、「
京

都
丹
波
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
」、
そ
し
て
、
花
と
緑

の
空
間
を
魅
力
的
に
構
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
桂
川
孝
裕 

亀
岡
市
長

︱　
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　
︱

　
　
京
都
丹
波
の
希
望
溢
れ
る
未
来
へ

　
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
を
通
じ
、
地
域
の
人
々
が
里
山
・

農
村
の
景
観
に
誇
り
を
持
つ
場
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
環
境
を
し
っ
か
り
守
り
引
き
継
い
で
い
く
。
み

ど
り
の
里
ま
つ
り
が
未
来
を
創
造
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
西
村
南
丹
市
長

　
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
開
催
を
契
機
に
魅
力
を
体
感
し
た

皆
さ
ん
が
こ
の
地
域
を
心
か
ら
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
。

そ
し
て
、
継
続
的
に
関
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
移
住
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
の
幸
せ
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

―
畠
中
京
丹
波
町
長

　
豊
か
な
自
然
や
、
農
作
物
、
そ
し
て
芸
術
家
の
作
品
が

魅
力
を
加
え
る
み
ど
り
の
里
ま
つ
り
。
そ
の
魅
力
と
、
何

よ
り
２
市
１
町
の「
京
都
丹
波
」を
知
っ
て
い
た
だ
く
契
機

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
地
方
に

勇
気
を
与
え
、
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し

て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。―

桂
川
亀
岡
市
長

ART & THE STAGES 
世界が注目する、創造の源流。

LANDSCAPE  
暮らしが創り出す、
絶妙な調和。

FUTURE  
「京都丹波」が巻き起こす、
イノベーションを体験せよ。

形
づ
く
っ
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し
を
肌
で
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
西
村
良
平 

南
丹
市
長

京丹波町 フェア拠点 南丹市
フェア拠点

京都府立丹波自然運動公園と、わち山野草の森
わち山野草の森には、ヘビウリの「緑のトンネル」が整備されたほか、12haの園内に
約900種類の山野草や花木が生育する自然そのままのオアシススポットをお楽しみ
ください。

園部公園
かつて城の一部だった公園。美
しい芝生広場など多様な人々
が集える場として整備工事中で
す。
背後には、任天堂のゲームクリ
エイター宮本茂氏が幼少期に遊
び、「スーパーマリオ」のアイデ
アのもとになったとされる小麦
山があります。ぜひ山頂へ！

― 

み
　
ど
　
こ
　
ろ 

―
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民生委員・児童委員
～身近な相談相手として地域を見守っています～

　人は誰しも、悩み事や困り事を抱えながらも、血縁・地縁・社縁など様々な縁（つながり）
の中で支え合いながら生活しています。しかし、近年は少子高齢化や核家族化が進み、暮
らし方や働き方が大きく変化していく中でこれらの縁が徐々に薄れ、これまで家族や地域
の中で解決できていた事柄が新たな生活課題として認識されるようになってきました。
　民生委員制度は、１００年以上の歴史を持つ制度で、民生委員・児童委員は、その時代
時代の課題に対応しながら、昔も今も変わらず、地域の身近な相談相手として住民に寄り
添い、相談・支援を行っています。
　誰もが安心して暮らせる地域づくりのために、様々な活動をしている「民生委員・児童
委員」について知っていただき、活動へのご理解とご協力をお願いします。

動
す
る
た
め
給
与
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

必
要
な
交
通
費
、
通
信
費
、
研
修
参
加
費
等
の

活
動
費
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

活
動
内
容

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
で
あ
る
皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
相
談

に
の
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
福
祉
制
度
や
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係

機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ご
と
に
組
織
し
て
い
る「
民
生
児

童
委
員
協
議
会（
民
児
協
）」に
所
属
し
、
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
福
祉
に
関
す
る
幅
広
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

守
秘
義
務

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
す
る
際
、
担

当
区
域
内
の
住
民
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
民
生
委
員

法
の
中
で
、
活
動
上
知
り
得
た
情
報
に
つ
い

て
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
守
秘
義
務
は
、
退
任
後
も
引
き
続
き

課
さ
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
「
民
生
委
員
」は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
特
別
職
の
地

方
公
務
員（
非
常
勤
）で
、
南
丹
市
の
民
生
委
員

は
京
都
府
職
員
の
身
分
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
務
め
る
役
割
が
あ
り
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
民
生
児
童
委
員
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
す

る
委
員
と
し
て「
主
任
児
童
委
員
」が
指
名
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
全
国
で
約
23
万

人
、
南
丹
市
で
は
、
各
地
域
を
担
当
す
る
民
生

児
童
委
員
１
１
５
人
と
主
任
児
童
委
員
９
人
の

合
計
１
２
４
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
約
５
割
が
就
業
し

な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
に
は
、
地
域
住
民
の
ご
理
解
や
ご

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

任
期
・
報
酬
な
ど

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
３
年
で
、

再
任
も
可
能
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
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 地域を見守り、関係機関につなぐことが役割です 

 どんなことを相談できる？ 

 こんな活動をしています 

  関係機関  

・市役所
・社会福祉協議会
・地域包括支援センター
・教育委員会
・学校
・保育所／幼稚園
・こども家庭センター
・京都府家庭支援総合センター
・医療機関　　　他

  担当区域  

・一人暮らしの高齢者
・高齢者のみの世帯
・障がい者のいる世帯
・生活に困窮している世帯
・こどものいる世帯
・妊産婦のいる世帯　　他

研修会の開催（市民児協）
★幅広い知識の向上を図ります★

高齢者
・�家族の介護のことで悩んで

いる
・ひとり暮らしで心細い

など

こども
・�こどものいじめや不登校が

心配
・�子育てに役立つ情報を知り

たい
など

生活
・�悪質商法かもしれないと不

安
・�経済的に生活が苦しく困っ

ている
など

福祉体験教室（主任児童委員）
★夏休みに開催しました★

民
生
委
員
・
児
童
委
員

世帯状況

情報提供

連携・協力

支援

相談

担当区域内での
見守り・訪問活動

　民生委員・児童委員は、地域住民の困り事を直接解決するのではなく、行政や社会福
祉協議会などにつなぐ「パイプ役」として活動しています。日頃から地域の人たちとのつ
ながりを多く持つため、こどもたちの通学の見守りや施設訪問などをしています。

生活上の「心配事・困り事」をお聴きします
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地域の身近な相談相手
　　民生委員・児童委員を紹介します

■令和７年１２月１日付けの民生委員・児童委員一斉改選により、新たに１２４名の民生委員・児
童委員（民生児童委員）が就任されました。
■任期は令和７年１２月１日～令和１０年１１月３０日（３年）です。
■ご相談のある方は、お住まいの地域の民生児童委員までお願いします。
■民生委員・児童委員にご用のある方は、民生児童委員協議会事務局（福祉相談課：℡0771-68-
0023）までご連絡ください。

１２月１日、園部文化会館「アスエル
そのべ」で南丹市民生委員・児童委員
退任式及び就任式が開催されました。

←南丹保健所　田中雅樹所長から
　委嘱状を受ける新委員

№ 担当区域 委員氏名
1 宮町 中

な か

尾
お

　敬
け い

子
こ

2 上本町 野
の

中
な か

　健
け ん

一
い ち

3 本町 山
や ま

下
し た

　憲
の り

一
か ず

4 若松町 蓮
は す

本
も と

　るみ子
こ

5 新町 齊
さ い

藤
と う

　武
た け

志
し

6 小山東町 北
き た

村
む ら

　友
と も

子
こ

7 向河原府営団地 松
ま つ

井
い

　孝
た か

司
し

8 向河原市営団地 野
の

口
ぐ ち

　義
よ し

雄
お

9 小山西町 加
か

藤
と う

　弘
ひ ろ

子
こ

10 小山西町 小
こ

林
ばやし

　弘
ひ ろ

和
か ず

11 栄町 田
た

中
な か

　敬
け い

一
い ち

12 美園町 田
た

中
な か

　均
き ん

子
こ

13 小桜町 𫝆
い ま

井
い

　惠
け い

一
い ち

14 小桜町 田
た

中
な か

　容
よ う

子
こ

15 城南町 西
に し

岡
お か

　真
ま

知
ち

子
こ

16 横田 吉
よ し

田
だ

　賀
か

代
よ

17 横田 長
は

谷
せ

川
が わ

　昌
ま さ

子
こ

18 黒田 中
な か

　眞
ま

由
ゆ

美
み

19 上木崎町 森
も り

　きぬ子
こ

20 河原町 秦
は た

　久
く

美
み

21 木崎町 前
ま え

田
だ

　照
て る

美
み

22 木崎町 寺
て ら

尾
お

　正
ま さ

己
み

23 内林町 𠮷
よ し

田
だ

　清
き よ

美
み

24 内林町 石
い し

川
か わ

　潤
じゅん

二
じ

【園部地域】　　　　　　　　　　　　（敬称略）
№ 担当区域 委員氏名
25 千妻･曽我谷 松

ま つ

井
い

　律
り つ

子
こ

26 瓜生野･熊崎・新堂 内
な い

藤
と う

　保
や す

次
じ

27 船岡 平
ひ ら

野
の

　清
き よ

久
ひ さ

28 高屋･大戸･熊原 井
い の

上
う え

　馨
かおる

29 越方・佐切 林
はやし

　靖
や す

文
ふ み

30 竹井 小
こ

寺
で ら

　洋
よ う

子
こ

31 仁江 小
こ

寺
て ら

　孝
た か

子
こ

32 船阪 潮
うしお

田
だ

　守
も り

弘
ひ ろ

33 大西 平
ひ ら

田
た

　加
か

代
よ

34 宍人 髙
た か

谷
た に

　久
ひ さ

子
こ

35 半田 松
ま つ

田
だ

　育
い く

子
こ

36 口人・口司 西
に し

田
だ

　久
く

美
み

子
こ

37 埴生 野
の

々
の

口
ぐ ち

　徹
とおる

38 南八田 下
し も

間
つ ま

　壽
か ず

雄
お

39 天引 奧
お く

村
む ら

　直
な お

樹
き

40 法京・大河内 奧
お く

村
む ら

　寿
ひさし

41 殿谷・若森・南大谷 奧
お く

村
む ら

　則
の り

雄
お

42 主任児童委員 一
い ち

谷
た に

　有
ゆ

里
り

43 主任児童委員 小
こ

林
ばやし

　正
ま さ

子
こ

44 主任児童委員 薮
や ぶ

本
も と

　好
よ し

央
お

【八木地域】　　　　　　　　　　　　（敬称略）
45 本町1丁目 谷

た に

口
ぐ ち

　和
か ず

隆
た か

46 本町2・3・4丁目 湯
ゆ

浅
あ さ

　陽
よ う

子
こ

47 本町5・6丁目 土
つ ち

屋
や

　利
と し

幸
ゆ き

西

西
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№ 担当区域 委員氏名
48 栄町1・3丁目 阪

さ か

口
ぐ ち

　美
み

智
ち

代
よ

49 栄町2丁目 秋
あ き

田
た

　均
ひとし

50 栄町2丁目・垣内・柴山 山
や ま

𦚰
わ き

　昇
のぼる

51 本郷東 福
ふ く

井
い

　悦
え つ

子
こ

52 本郷西・南・北 八
や

木
ぎ

　正
ま さ

司
し

53 西田・井ノ尻 小
こ

西
に し

　勉
つとむ

54 屋賀・観音寺 永
な が

田
た

　芳
よ し

伸
の ぶ

55 屋賀上・青戸 中
な か

川
が わ

　樹
じ ゅ

史
し

56 北屋賀 村
む ら

上
か み

　不
ふ

二
じ

子
こ

57 北屋賀 國
こ く

府
ふ

　伸
の ぶ

光
て る

58 氷所 中
な か

川
が わ

　智
と も

代
よ

59 日置 浅
あ さ

田
だ

　佳
よ し

裕
ひ ろ

60 刑部・北広瀬 廣
ひ ろ

瀨
せ

　光
み つ

子
こ

61 鳥羽・玉ノ井 田
た

井
い

　達
た つ

子
こ

62 美里 藤
ふ じ

林
ばやし

　理
り

恵
え

子
こ

63 室河原・木原・池ノ内 今
い ま

西
に し

　幸
ゆ き

英
え い

64 八木嶋 淺
あ さ

野
の

　孝
た か

司
し

65 南広瀬・大薮・折戸 人
ひ と

見
み

　太
た

一
い ち

66 船枝 西
に し

村
む ら

　万
ま

里
り

子
こ

67 山室 松
ま つ

本
も と

　千
ち

里
さ と

68 室橋 三
み つ

觜
は し

　都
みやこ

69 諸畑 井
い

尻
じ り

　百
ゆ

合
り

子
こ

70 池上・野条 麻
あ さ

田
だ

　早
さ

苗
な え

71 神吉上 池
い け

田
だ

　好
よ し

孝
た か

72 神吉下・和田 橋
は し

本
も と

　みゆき
73 主任児童委員 岡

お か

本
も と

　千
ち

秋
あ き

74 主任児童委員 國
こ く

府
ふ

　美
み

紀
き

【日吉地域】　　　　　　　　　　　　（敬称略）
75 殿田上 井

い

尻
じ り

　耕
こ う

平
へ い

76 殿田下 井
い

尻
じ り

　常
つ ね

夫
お

77 木住 湯
ゆ

浅
あ さ

　美
み

紀
き

78 生畑 湯
ゆ

浅
あ さ

　徳
の り

子
こ

79 中世木 湯
ゆ

浅
あ さ

　誠
まこと

80 東胡麻 野
の

寺
で ら

　夕
ゆ う

子
こ

81 新町・後野・日吉平 椎
し い

橋
は し

　源
げ ん

水
す い

82 西胡麻駅前・栄ケ丘・
胡麻荘園 柿

か き

沼
ぬ ま

　恵
え

理
り

子
こ

83 角本・中村・中野辺 山
や ま

浦
う ら

　和
か ず

馬
ま

84 イングランドヒルズ 長
は

谷
せ

川
が わ

　敬
け い

三
ぞ う

85 上胡麻 塩
し お

貝
が い

　さゆり
86 広野 谷

た に

口
ぐ ち

　恭
きょう

子
こ

87 畑郷 岩
い わ

城
き

　八
や

重
え

子
こ

88 上保野田 湯
ゆ

浅
あ さ

　一
か ず

之
ゆ き

89 下保野田 塩
し お

貝
が い

　千
ち

絵
え

90 志和賀 津
つ

中
な か

　順
よ り

子
こ

91 上佐々江 笹
さ さ

井
い

　裕
ひ ろ

美
み

92 下佐々江・中佐々江 土
ど

井
い

　すみ江
え

№ 担当区域 委員氏名
93 海老谷・東組 中

な か

島
じ ま

　笑
え み

子
こ

94 吉野辺・中組 矢
や

野
の

　龍
りゅう

次
じ

95 興風・彰徳 山
や ま

口
ぐ ち

　安
や す

志
し

96 新シ・和田 小
こ

林
ばやし

　しのぶ

97 東雲・片野・ヴェルビュー
ヴィレッジ・片野住宅 湯

ゆ

浅
あ さ

　俊
と し

治
は る

98 主任児童委員 井
い

尻
じ り

　雅
ま さ

丈
た け

99 主任児童委員 栃
と ち

下
し た

　春
は る

美
み

【美山地域】　　　　　　　　　　　　（敬称略）
102 南・北 中

な か

野
の

　勝
か つ

美
み

101 中・河内谷 𠮷
よ し

原
は ら

　敏
と し

夫
お

102 下・知見 竹
た け

中
な か

　織
お り

恵
え

103 江和・田歌 髙
た か

井
い

　英
ひ で

明
あ き

104 芦生・白石・佐々里 𫝆
い ま

井
い

　茂
し げ

美
み

105 又林・下平屋 中
な か

村
む ら

　法
の り

子
こ

106 上平屋・安掛 井
い

本
も と

　敏
と し

子
こ

107 野添・長尾・深見 安
や す

井
い

　典
ふ み

子
こ

108 荒倉・大内・内久保 栢
か や

下
し た

　修
おさむ

109 原・板橋・宮脇 中
な か

藤
ふ じ

　直
な お

美
み

110 下吉田・島 村
む ら

田
た

　文
ふ み

雄
お

111 長谷・上司 武
た け

田
だ

　英
ひ で

男
お

112 和泉 武
た け

部
べ

　京
きょう

子
こ

113 静原 谷
た に

口
ぐ ち

　秀
ひ で

美
み

114 今宮・栃原・砂木 帖
ちょう

地
ち

　孝
よ し

人
し と

115 棚・川合・殿・舟津 寺
て ら

坂
さ か

　鶴
つ る

子
こ

116 松尾・神谷・名島・洞 柿
か き

迫
さ こ

　多
た か こ

可子
117 田土・上吉田・林 川

か わ か つ

勝　加
か よ こ

代子
118 庄田・脇・熊壁・山森 栗

く り

栖
す

　美
み

次
つ ぐ

119 萱野・大野 東
あずま

　十
と み え

三恵
120 川谷・岩江戸 大

お お

棚
た な

　春
は る

美
み

121 肱谷・小渕・音海 藤
ふ じ

原
わ ら

　孝
た か

子
こ

122 向山・樫原 福
ふ く

井
い

　眞
ま ゆ み

由美
123 主任児童委員 大

お お

野
の

　照
て る

美
み

124 主任児童委員 弓
ゆ

削
げ

　善
よ し

裕
ひ ろ

ご退任された　７６名の皆様
ありがとうございました
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　11月19日、南丹市国際交流会館前で、第43
回全国都市緑化フェア in 京都丹波の開催に向
けた花の寄せ植え・設置作業を実施しました。
　当日は、長年にわたり市内で花を育て、地
域の景観づくりを支えてこられた園部町「花」友
の会の皆さんに協力いただき、パンジーやビ
オラ、キンギョソウなど季節を彩る花々を丁寧
に植え付けました。
　会館前には色とりどりの寄せ植えが並び、
訪れる方々を温かく迎える明るい空間が広がり
ました。
　フェア開催まで残り1年、地域の期待と盛り
上がりが少しずつ高まっています。

　11月20日、南丹市は京都府板硝子商工
業協同組合と「災害時における板硝子設備
等の応急復旧作業に関する協定」を締結し
ました。
　本協定は、地震や風水害などで公共施設
の窓ガラスや出入口が損壊した際、専門的
な技術を持つ組合の協力により迅速な復旧
を行うことを目的とするものです。
　市では、協定に基づき平時から情報共有
や連携を図り、災害時には市民の安全確保
と早期復旧に向けた体制強化を進めてまい
ります。

被
災
時
の
ガ
ラ
ス
復
旧
へ
連
携
強
化

災
害
時
に
お
け
る
板
硝
子
設
備
等
の
応
急
復
旧
作
業
に
関
す
る
協
定
締
結
式

▲左から髙島理事長、西村市長

　11月29日、「遊ぼうなんたん！み
んなでパクッと山さんぽ」が八木文
覚ふれあい公園で開催されました。
　このイベントは、南丹市文化観
光大使で株式会社サンミュージッ
クプロダクション代表取締役会長
の相澤正久氏と地元団体が、新庄
城を全国に発信しようと企画され
ました。
　初冬の澄んだ空気の中、参加者
はまず大型鍋を囲み、スペイン料
理「パエリア」づくりに挑戦。南丹
市産の新鮮な食材をたっぷり使い、
ここでしか味わえない彩り豊かな
一皿が完成しました。
　午後からは、新庄城跡の自然を
守る会が整備を進めている新庄城
跡へ山さんぽに出発。山頂からは
八木地域を一望する雄大な景色が
広がり、参加者からは感嘆の声が
上がっていました。
　自然と食を通じて地域の魅力を
再発見できる一日となりました。

遊
ぼ
う
な
ん
た
ん
！
み
ん
な
で
パ
ク
ッ
と
山
さ
ん
ぽ

味
わ
う
・
歩
く
　
秋
の
一
日

▲パエリア作りの様子

▲協力して寄せ植えをする様子

園
部
公
園
へ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置

花
の
力
で
フ
ェ
ア
機
運
ア
ッ
プ

▲新庄城跡登城口にて
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車
椅
子
の
寄
贈
に
つ
い
て

温
か
な
ご
寄
贈
に
感
謝

▲公演の様子

　12月2日、南丹市制施行20周年と
日吉生涯学習センター「遊youひよし」
のリニューアルオープンを記念し、詩
的音楽パフォーマンス「“Tänk om ～
想像してごらん”」を開催しました。
　公演には、箏奏者の中川果林さん
と、スウェーデン出身のロッタ・フ
リーン・セダブロムさんによるデュオ

「ももんが」が出演。光と影、音楽が織
りなす幻想的な舞台が広がり、来場者
は物語の世界に引き込まれました。
　子どもから大人まで、想像力をふく
らませながら楽しむ姿が印象的なひと
ときとなりました。

光
と
音
が
織
り
な
す
幻
想
舞
台

〝Tänk om
 

～
想
像
し
て
ご
ら
ん
〟

　11月27日、 市 は 京 都 市 内 で タ ク
シー運転手として働く山田忠

のり
嗣
あき

さん
より、車椅子１台のご寄贈を受けまし
た。
　子どもの頃から体調面で苦労した経
験から「少しでも力になれれば」と京都
府内の自治体に個人で車椅子の寄贈を
続けておられ、今年度も南丹市、亀岡
市、京丹波町など多くの自治体に車椅
子を贈られました。
　山田さんは「寄附は誰でもできるこ
となので一人でも多くの方に寄附の取
組が広がって欲しい」と話されました。

▲トークショーの様子

　11月30日、南丹市日吉生涯学習セ
ンター「遊you ひよし」のリニューア
ルオープンを記念し、「ひよしの魅力
発信映画上映会」を開催しました。
　会場では、南丹市立殿田中学校吹奏
楽部による記念演奏の後、日吉町の地
域住民と映画監督・田中大志さんが連
携して制作した映画3作品を上映。作
品に込められた地域の歴史や人々の
思いに、多くの来場者が耳を傾けまし
た。
　上映後には監督や出演者によるトー
クショーも行われ、日吉の魅力を改め
て感じるひとときとなりました。

映
像
で
再
発
見 

日
吉
の
魅
力ひ

よ
し
の
魅
力
発
信
映
画
上
映
会

▲右から山田忠嗣さん、西村市長

▲クイズに挑戦する参加者

　12月13日、 南 丹 市 八 木 市 民 セ ン
ター「iスタやぎ」で「なんたんみらい環
境フェス」を開催し、市内の小学生や
保護者など約30人が参加しました。
　会場では、魚の陸上養殖と環境保護
のつながりを学ぶコーナーをはじめ、
VRゴーグルを使った気候変動体験、
エコバッグ作り、電気で動く高所作業
車の乗車体験など、多彩なプログラム
が用意されました。
　参加者は楽しみながら地球環境につ
いて理解を深め、環境問題を身近に考
える貴重な機会となりました。

楽
し
く
学
ぶ
環
境
イ
ベ
ン
トな

ん
た
ん
み
ら
い
環
境
フ
ェ
ス
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と
と
も
に
、
水
没
の
記
憶
を
今
後
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
と
の
連
携
で
は
、
学
生
と

地
域
が
協
力
し
、
農
薬
を
最
低
限
に
抑

え
、
稲
木
干
し
を
し
た「
日
良
し
米
」を

開
発
し
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
地
域
の
食
・
自
然
・
歴
史
文
化
を

一
覧
で
見
る
こ
と
の
で
き
る「
ツ
ー
リ
ズ

ム
M
A
P
」を
協
働
で
作
成
し
ま
し
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
持
続
可
能

な
観
光
）を
目
指
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

る
環
境
負
荷
等
を
抑
え
つ
つ
、
世
木
地

域
住
民
の
誇
り
で
あ
る
地
域
の
魅
力
や

農
業
・
自
然
・
文
化
を
継
承
し
て
い
き

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
85
「
集
落
支
援
事
業
の
紹
介
」
日
吉
町
地
域
編

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
！

　
世
木
地
域
は
、
殿
田
区
・
中
世
木
区
・

木
住
区
・
生
畑
区
の
4
集
落
か
ら
な
り
、

3
0
9
世
帯
、
人
口
6
3
9
人
、
高
齢

化
率
51
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
4
集
落
で
構
成
さ
れ
た
世
木
地

域
振
興
会
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
日
吉
町

内
の
明
治
国
際
医
療
大
学
を
は
じ
め
、

摂
南
大
学
や
龍
谷
大
学
、
京
都
教
育
大

学
等
と
連
携
し
、
様
々
な
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
2
0
0
9
年
か
ら
行
っ
て
い
る【
天
若

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】は
、
摂
南
大
学

の
学
生
と
一
緒
に
、
天
若
湖
で
水
没
集

落
の
灯
り
を
浮
か
べ
る
取
り
組
み
で
す
。

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
制
作
し

た
映
画
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

世
木
地
域
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
皆
さ
ん

ま
す
。
来
年
度
も
引
き
続
き「
日
良
し

米
」の
販
売
の
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

等
の
企
画
や
新
た
な
商
品
開
発
、
勉
強

会
や
先
進
地
視
察
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
教
育
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で

は
、
2
0
2
4
年
12
月
に
ス
プ
リ
ン
グ

ス
ひ
よ
し
で
第
1
回
目
と
な
る「
世
木
地

域
の
大
地
で
発
見
!
キ
ッ
ズ
地
学
&
物

理
ラ
ボ
」を
開
催
。
70
名
も
の
参
加
者
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
地
域
外
の
方
や
地

元
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
不
思
議
で
楽
し

い
物
理
と
化
学
の
時
間
を
共
有
で
き
ま

し
た
。

　
世
木
地
域
に
は「
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ

し
」「
ひ
よ
し
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
山

の
家
」「
ハ
ピ
ろ
ー
!
の
森
京
都
」な
ど

様
々
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
地

域
に
は
農
家
民
泊
等
新
た
な
取
り
組
み

を
受
け
入
れ
る
土
壌
も
あ
り
ま
す
。
今

年
度
も
空
家
対
策
の
講
演
会
な
ど
、
地

域
に
関
す
る
勉
強
会
を
住
民
の
皆
さ
ん

向
け
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
、
自
然
と
文
化
を
守
り
、
育
み
、

雇
用
や
定
住
に
繋
が
る
地
域
と
な
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

LEDランプを
湖面に設置する摂南大学生

世
木
地
域
振
興
会
×
大
学
連
携

龍谷大生と7段の稲木干し体験

スプリングスひよしで
「日良し米」の販売

龍谷大学と協働で作成した
「ツーリズムMAP」

京都教育大
キッズ地学＆物理ラボ

地
域
で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
集
落
支
援
員
室

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８
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事例1  約３年前にネット通
販で購入したリチウムイオ
ン電池を使用した自転車用
ライトが、走行中に突然爆
発し、腹部にやけどを負った。

（70歳代）
事例2  スマホ用のモバイルバッ
テリーがすごく膨らんできてい
て怖い。廃棄したいが危険性も
あるかもしれない。どこに廃棄
すべきか。（60歳代）

　

本
校
は
人
権
教
育
を
基
盤

と
し
て
教
育
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

全
校
五
十
七
名
と
い
う
小

規
模
校
な
ら
で
は
の
良
さ
を

生
か
し
、
学
年
で
の
活
動
だ

け
で
な
く
、
学
年
を
縦
割
り

に
し
た
か
が
や
き
班
で
の
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る

取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

日
々
の
掃
除
、
全
校
ハ
イ
キ
ン
グ
、
運

動
会
の
練
習
な
ど
様
々
な
活
動
の
中

で
、
高
学
年
が
低
学
年
に
優
し
く
接
す

る
姿
が
見
ら
れ
、
殿
田
小
学
校
が
大
切

に
し
て
き
た
思
い
や
り
の
心
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
権
月
間
の
取
組
で
は
、「
友
達
大

好
き　
自
分
や
友
達
の
が
ん
ば
り
や
よ

い
と
こ
ろ
を
見
つ
め
よ
う
」を
テ
ー
マ

に
、
各
学
年
で
内
容
を
考
え
取
り
組
み

ま
し
た
。
友
達
に
言
わ
れ
た
り
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

ハ
ー
ト
の
カ
ー
ド
に
書
き
、
そ
れ
を
昼

の
放
送
で
紹
介
す
る
取
組
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
と

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し

た
。
自
分
の
学
年
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
学
年
の
放
送
も
静
か
に
真
剣
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
人
権
の
ま
と
め
集
会
で

は
学
年
で
の
取
組
の
様
子
を
工
夫
し
て

発
表
し
、
と
て
も
楽
し
く
充
実
し
た
集

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
地
域
と
と
も
に
学

ぶ
ふ
る
さ
と
学
習
も
、
人
権
の
視
点
を

大
切
に
し
た
取
組
と
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
は
ふ
る
さ
と
日
吉
に
ゆ
か
り
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
能
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、

新
た
に
建
て
ら
れ
た「
梅
若
の
道
」の
石
碑

を
見
つ
け
な
が
ら
歩
い
た
り
、
京
都
梅
若

会
の
能
楽
師
の
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、

能
の
舞
や
謡
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
学

習
の
成
果
と
し
て
発
表
し
た「
能
の
発
表

会
」で
は
、
全
校
児
童
、
保
護
者
、
地
域

の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
触
れ
合

う
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
人
を
思

い
や
り
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
活
動
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

南
丹
市
立
殿
田
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
白し
ら
木き　
み
ど
り

114
相手も自分も大切にする殿小っ子

—第101回—
消費生活情報

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
膨
張
、

発
煙・発
火
に
注
意
！

●
製
造
・
販
売
元
や
仕
様
が
不
明
な

商
品
を
購
入
す
る
の
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
義
務
付
け
ら
れ
た
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー

ク
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
も
し
過
熱
し
た
り
異
臭
が
し
た
ら

直
ち
に
使
用
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
落
下
な
ど
で
衝
撃
が
加
わ
る
と
、

発
煙
・
発
火
な
ど
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
電
池
に
膨
張
が
み

ら
れ
た
ら
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

廃
棄
は
、
正
し
い
方
法
で
！

廃
棄
は
、
正
し
い
方
法
で
！

●
取
り
外
せ
る
充
電
式
電
池
は
、「
電

池
類
」の
回
収
に
、
取
り
外
し
が
困
難

な
ら「
金
属
・
家
電
ご
み
」の
回
収
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
小
型

大
容
量
、
繰
り
返
し
使
用
可
能
で
、

ス
マ
ホ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
身
の
回
り
の
様
々
な
商
品
に
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な

一
方
で
電
池
の
発
煙
・
発
火
事
故
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

(独)国民生活セン
ター「見守り新鮮
情報」から

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★
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上
下
水
道
事
業
と
は

◇
は
じ
め
に

　
今
回
か
ら
、
な
ぜ
料
金
改
定
が

必
要
な
の
か
、
そ
も
そ
も
上
下
水

道
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

か
を
連
載
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
と
も
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
す

が
、
意
外
と
そ
の
実
態
は
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
普
段
、
あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と

の
な
い
上
下
水
道
に
つ
い
て
、
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

◇
公
営
企
業
と
は

　
『
公
営
企
業
』は
、
民
間
企
業
と

異
な
り
、
地
方
公
共
団
体
が
経
営

す
る
企
業
で
す
。

　

南
丹
市
の
上
下
水
道
事
業
も
、

公
営
企
業
と
し
て
経
営
し
て
い
ま

す
。

　
経
営
方
法
や
会
計
手
法
は
民
間

企
業
と
同
様
で
、
自
主
的
に
収
入

（
料
金
）を
得
て
、
そ
の
収
入
を
も

と
に
事
業
活
動（
施
設
や
設
備
の

更
新
等
）を
行
い
ま
す
。

　
民
間
企
業
と
の
違
い
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
範
囲
で
料
金
以
外

の
収
入（
税
金
）が
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
け
で
す
。

上下水道事業のあらまし Vol.1

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
経
営
総
務
課

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
0
0
6
4

◇令和8年4月受付分から各種手数料の額が変わります。
現行 改定後

●閉開栓手数料 200円/件 500円/件
●給水装置工事申請手数料 1,000～3,000円/件 5,000円/件
●排水設備工事申請手数料（トイレ2個まで） 1,000円/件 5,000円/件
●各種証明書発行手数料 無料 500円/件
※詳細はお問い合わせください。

水道や下水道の仕事を市役所ではなく公営企業が経営してるってどういう意味？
市役所と公営企業は同じ会計で運営してるのですよね。
なぜ、わざわざ、そんなに難しいことをする必要があるの？

水道や下水道の会計（財布）が市役所の会計と別ものになっていることは分かった
けど、足りなくなったら税金で助けてもらえるのですよね。
助けてもらえるのなら、料金の改定はしなくても良いのでは？

上下水道以外のサービスが低下するのは困るので、料金改定は仕方のないことな
のですね。
でも、他の市町に比べたらやっぱり上下水道料金が高いような気がします。

その質問については、次回、私からお答えします。
ヒントは南丹市の地形的なことや人口など、さまざまな要件が料金に反映されて
いるところにあります。次回は、料金を算定するための要因の一つである市内の
施設をご紹介します。

上下水道事業は、南丹市が直接経営するのではなく、南丹市が設置した公営企業
が経営しています。したがって、会計（財布）も全く別のものです。
公営企業が市役所とは全く別の会計を運営する理由は「常に経済性を発揮」できる
よう（利益を追求せず、貯金は市民の福祉の向上に使用）にするためです。

法律で定められたもの以外を税金で助けてもらうことになれば、市役所で使えたはず
の税金が減り、今おこなわれている上下水道以外のサービスが低下します。
税金に頼らず、独立採算制の原則に立ち、インフラを絶やさないよう料金収入で必要
な経費を賄うことが企業としての使命であるため料金改定をして収入を増やすのです。
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令
和
７
年
分

園部税務署

確　定　申　告
約７割の方が「e-Tax」で申告しています！
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って
金額等を入力するだけで確定申告書等を作成することができます。

園部税務署の確定申告会場
令和8年2月16日（月）～3月16日（月）（土・日・祝日を除く）
受付時間：8時30分～16時00分（相談開始は9時〜）
1月5日（月）～2月13日（金）の相談は、事前予約で行っています。
・源泉徴収票などの申告書の作成に必要な書類のほか、①スマートフォン（マイナポータルアプリを事前
にインストールしておいてください。）と②マイナンバーカード（2種類のパスワードを含む。）をご持参く
ださい。

園部税務署における土地等譲渡所得等及び贈与税は相談日指定の対応となります
相談担当者が確定申告会場に従事する次の相談日にお越しください。
令和8年2月16日（月）、17日（火）、18日（水）、19日（木）、20日（金）
3月3日（火）、4日（水）、5日（木）、6日（金）、13日（金）、16日（月）

園部税務署　℡　0771-62-0340

確定申告書等作成コーナー

市府民税申告受付会場のご案内
確定申告が必要な方は、税務署またはスマホ等からe-Taxでお手続きください。
市では簡易な確定申告のみ受付をしています。

▶申告受付会場（事前予約制）　１人につき１枠
　・本庁（中央庁舎２階防災会議室）
　　2/16（月）・18（水）・20（金）・25（水）・27（金）・3/2（月）・4（水）・6（金）
　※3/9（月）～3/16（月）の期間中は、市府民税申告のみ税務課窓口で随時受付。
　・美山支所（１階大会議室）
　　2/19（木）・26（木）  ※今年度より美山支所も事前予約制です。
▶時間
　午前の部　9：30～11：45、午後の部　13：00～16：00　※各枠15分程度
▶予約方法
　LINE予約　1/26（月） 8：30 受付開始
　電話予約  2/2 （月） 9：30 受付開始　開庁日の9：30～16：00　TEL（050-3318-2222）
　※電話予約開始後の3日間程度はつながりにくくなります。
▶申告に必要なもの
　収支内訳書や医療費控除の明細書は必ずご自宅で事前に作成してください。
　書類不備等で予約時間内に終わらない場合、再度予約をとっていただきます。
　① マイナンバーカード
　② 前年中の収入、所得がわかるもの（源泉徴収票、支払調書、収支内訳書など）
　③ 控除に必要な証明書（HP参照）　
　④ 所得税の還付を受ける方は、通帳など還付受取口座（本人名義）のわかるもの
税務課　TEL　0771-68-0004

南丹市
ホームページ

LINE予約
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高
校
生
給
付
型
奨
学
金
第
１
次
申

請
を
受
け
付
け
ま
す

●
対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

う
ち
、ひ
と
り
親
世
帯
、障
が
い
者

世
帯（
父
母
ま
た
は
そ
の
一
方
が
身

体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上
な
ど
）、

児
童
世
帯
、
長
期
療
養
者
世
帯
。

●
金
額
　（
入
学
支
度
金
）国
公
立

全
日
制
６
３
，
０
０
０
円
、
私
立

全
日
制
１
７
８
，
０
０
０
円

●
入
学
支
度
金
支
給
日
　
申
請
時

に
進
学
先
確
定
の
場
合
３
月
27
日

（
金
）（
予
定
）、
３
月
以
降
確
定
の

場
合
４
月
以
降
を
予
定
。

●
受
付
期
間
　

２
月
２
日（
月
）
～
27
日（
金
）

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
介
護
者
激

励
金
申
請
の
お
知
ら
せ

　
重
度
身
体
障
が
い
者
を
在
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
激

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
次
の
両
方
に
該
当
す
る
方

・
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
の
重
度

身
体
障
が
い
者（
20
歳
～
64
歳
）と

同
居
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る

親
族
。

・
重
度
身
体
障
が
い
者
と
介
護
者

の
双
方
が
、
基
準
日（
令
和
８
年

自
主
的
な
介
護
予
防
活
動
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

　
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
体
操

等
を
実
施
さ
れ
る
団
体
を
対
象
に

補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
補
助
対
象
団
体

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
要
書
類
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
要
件
　
地
域
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
体
操
等
の
活
動
を
月
２
回
以
上

定
期
的
に
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
自
治
会
や
有
志
な
ど
。

※
１
回
あ
た
り
90
分
以
上
の
活
動

を
行
い
、
そ
の
う
ち
30
分
程
度
の

体
操
等
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
含
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
役
員
以
外
に
介
護
保
険
に
よ
る

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
し
て

い
な
い
方
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
65
歳
以
上
の
市
民
が
８

割
以
上
を
占
め
て
い
る
団
体
。

●
申
請
方
法
　
３
月
13
日（
金
）ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

京
都
府
ひ
と
り
親
家
庭
奨
学
金

（
高
校
生
入
学
支
度
金
）

　
希
望
さ
れ
る
方
は
入
学
支
度
金

の
み
入
学
前
に
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

支
給
額
の
多
い
高
校
生
給
付
型
奨

学
金
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ど
ち
ら
か
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。）

●
金
額
　
４
５
，
０
０
０
円

●
支
給
時
期
　
令
和
８
年
３
月
27

日（
金
）

●
対
象
　
申
請
日
時
点
で
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
で
高
校
へ

の
入
学
が
決
定
し
て
い
る
中
学
３

年
生
の
児
童
を
扶
養
し
て
お
り
、

令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
京
都

府
内（
京
都
市
除
く
）に
居
住
し
、

引
き
続
き
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
る

と
見
込
め
る
方

●
申
請
方
法
　
２
月
２
日（
月
）

～
２
月
27
日（
金
）に
申
請
書
・
特

記
事
項
同
意
書（
申
請
窓
口
に
あ

り
）及
び
高
校
合
格
通
知
書（
写
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
に

つ
い
て　

　
国
の
総
合
経
済
対
策
事
業
と
し

て
0
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
の

こ
ど
も
に
対
し
、
一
人
当
た
り

2
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　

①
令
和
７
年
９
月
分（
令
和
７
年

９
月
に
出
生
し
た
児
童
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
10
月
分
）の
児
童

手
当
の
受
給
者

②
令
和
７
年
９
月
30
日（
基
準
日
）

の
翌
日
以
後
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
父
母
等

③
①
の
受
給
者
の
配
偶
者
で
あ
っ

て
、
基
準
日
の
翌
日
以
後
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
離
婚

（
離
婚
調
停
中
等
を
含
む
）に
よ
り

新
た
に
児
童
手
当
の
受
給
者
と
な

っ
た
者

●
申
請
方
法

①
の
支
給
対
象
者（
公
務
員
除
く
）

は
、
申
請
不
要
で
２
月
16
日（
月
）

支
給
予
定
で
す
。

①
の
支
給
対
象
者
で
公
務
員
の
方

や
②
、
③
に
該
当
す
る
方
は
申
請

が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８
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南
丹
市
災
害
時
要
配
慮
者
支
援
台

帳
登
録
の
ご
案
内

　
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
に
不
安
の
あ
る
方
が
、
必
要
な

支
援
を
迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
要
配
慮
者
の
情
報

を
事
前
に
把
握
し
、
関
係
機
関
と

市
で
共
有
し
ま
す
。
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
在
宅
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上
、

療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方

②
介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
３
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
、
75
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
の
方

④
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

⑤
上
記
の
ほ
か
特
に
支
援
が
必
要

な
方（
日
本
語
の
理
解
が
十
分
で

は
な
い
外
国
人
の
方
等
）

●
必
要
な
も
の
　
印
鑑（
自
署
の

場
合
は
不
要
）

●
申
込
期
間　
５
月
８
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
相
談
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
３

期
分

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
９
期
分

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
２
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
１
月
分

・
一
時
保
育
料
１
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
２
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
１
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
２
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
２
月
分

問
都
市
計
画
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
２
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
２

月
分　
　

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

で
に
印
鑑
、
通
帳
な
ど
振
込
金
融

機
関
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
令
和
７
年
度
国
民
年
金
保
険
料

は
１
カ
月
１
７
，
５
１
０
円
で

す
。
納
付
に
は
、
納
付
書
払
い
の

他
に
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
を
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
ま
た
、
前
納
す
る
こ
と
で
割
引

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前

納
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月

末
に
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
月
々
60
円
割
引
さ
れ
る

「
早
割
制
度
」や
、
割
引
額
の
多
い

「
６
カ
月
前
納
」「
１
年
前
納
」「
２

年
前
納
」が
あ
り
、
大
変
お
得
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
３
月
２
日（
月
）納
期
限
〉

・
国
民
健
康
保
険
税
第
９
期
分

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８

２
月
１
日
）に
市
内
に
在
住
。

※
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
助
成
金
額
　
年
額
６
万
円

●
申
請
方
法
　
基
準
日
以
降
に
民

生
委
員
の
証
明
を
受
け
て
い
た
だ

き
２
月
27
日（
金
）ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
７

心
身
障
害
児
者
年
金
申
請
の
お
知

ら
せ

　
次
の
対
象
と
な
る
心
身
障
が
い

者
を
扶
養
す
る
方
に
年
金（
激
励

金
）を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で

市
内
に
３
年
以
上
居
住
す
る
20
歳

未
満
の
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１・
２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
所

持
者
。

・�

心
身
障
が
い
に
よ
り
日
常
生
活

を
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
は
介
護
の
必
要
が
あ
る

方
。

・�

特
別
支
援
学
級
ま
た
は
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方
。

●
助
成
金
額
　
年
額
２
万
円

●
申
請
方
法
　
２
月
27
日（
金
）ま
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

2月10日（火）、25日
（水）

①14：00～
②15：00～

予約時に案内しま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 2月10日（火） 13：30～16：00 八木市民センター

京都地方法務局園部
支局
TEL0771-62-0208

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
2月18日（水）
※2月10日（火）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
相談室 福祉相談課

TEL0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 2月24日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

2月16日（月）
13：00～15：00

そよかぜ八木
社会福祉課
TEL0771-68-0007

2月21日（土） そよかぜ美山
2月24日（火） そよかぜ日吉
2月27日（金） 京都太陽の園

く
ら
し

南丹農地なんでも
相談会 2月27日（金） 9：30～11：30

市役所2号庁舎１階
101会議室

南丹市農業委員会事
務局
TEL0771-68-0067

市役所八木支所２階
会議室
市役所日吉支所３階
第１会議室
市役所美山支所１階
小会議室

行
政
・
法
律

行政相談 2月10日（火） 13：30～15：30 園部文化会館
３階会議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

南丹市無料法律相
談会（要予約）

2月17日（火）
13：00～16：00

市役所日吉支所
１階食堂 総務課

TEL0771-68-00023月10日（火） 八木市民センター
会議室3

司法書士
無料相談会

2月7日（土）

13：00～16：00

市役所美山支所１階
会議室

京都司法書士会
TEL075-255-2566

2月14日（土） 八木市民センター３
階会議室

2月21日（土） 日吉胡麻基幹集落セ
ンター1階会議室

2月28日（土） 園部文化会館大研修
室



19 広報なんたん1月号

お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

●
日
時
　
２
月
８
日（
日
）

正
午
～
午
後
３
時　

正
午
～
午
後
１
時
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
２
月
９
日（
月
）は
終
日
、
振
替

の
休
館
と
な
り
ま
す
。

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

～
）〉

●
日
時
　
２
月
13
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
子
育
て
講
座（
３
Ｂ
体
操
）〉

●
日
時
　
２
月
24
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
２
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

　
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
２
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
参
加
人
数
　
親
子
40
人
程
度

●
日
時
　
２
月
３
日（
火
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉　

●
日
時
　
２
月
６
日（
金
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

※
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〈
日
曜
講
座
〉

●
日
時
　
２
月
８
日（
日
） 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
図
書
館
の
職
員
さ
ん
に
工
作
を

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

〈
休
日
開
放
〉休
日
や
雨
の
日
の
親

子
の
居
場
所
と
し
て
日
曜
日
に
開

放
し
ま
す
。　

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要
　
入
隊
後
任
期
毎
に
継
続

ま
た
は
退
職（
転
職
・
進
学
）を
選

択
で
き
る
コ
ー
ス

●
資
格
　
採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

●
試
験
期
日
　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
採
用
説
明
会
の
ご
案
内
】

・
平
日

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
３
時

午
後
３
時
～
５
時

・
土
日
祝　
事
前
予
約
制

※
平
日
営
業
時
間
内
で
の
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
所
　
亀
岡
募
集
案
内
所

●
内
容
　
自
衛
官
の
仕
事
と
生
活

及
び
採
用
種
目
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

●
対
象
　
学
生
・
一
般
・
保
護
者

の
方
等
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

問
防
衛
省
自
衛
隊　
亀
岡
募
集
案

内
所

TEL
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

人
材
募
集

水
道
検
針
員
を
募
集
し
ま
す

●
職
種
　
水
道
検
針
員

●
勤
務
場
所
　
八
木
町
地
内

●
募
集
人
数
　
1
名

●
検
針
件
数
　
約
１
，
０
０
０
件

●
月
額
報
酬
　
約
８
０
，
０
０
０

円●
応
募
資
格
　
普
通
自
動
車
運
転

免
許
証
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方
。

●
業
務
内
容
　
毎
月
1
～
12
日

に
、各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
。

●
委
託
期
間
　
令
和
8
年
4
月
1

日
～
1
年
間（
更
新
あ
り
）

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
経
営
総

務
課（
八
木
支
所
2
階
）へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
履
歴
書
は
、
市
販
の
横
書
き
の

も
の
を
使
用
し
、
写
真
を
必
ず
貼

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
履
歴
書
は
お
返
し
し
ま

せ
ん
。

●
決
定
方
法
　
面
接
試
験
等
で
合

格
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
他
媒
体
に
お
い
て
も
募
集
す
る

た
め
、
既
に
決
定
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
経
営
総
務
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
６
４

休日開放
申込フォーム
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要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

　
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電
話
等
に

て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー〈美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　
２
月
16
日（
月
）午
前
10

時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　
1
，
5
0
0
円
、
託

児
付
き
2
，
0
0
0
円

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知
事
と

新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
を
開
催

　
令
和
８
年
４
月
に
小
学
校
に
新

入
学
さ
れ
る
児
童
が
お
ら
れ
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
、
京
都
府

知
事
と
い
っ
し
ょ
に
新
入
学
を
お

祝
い
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
３
月
１
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

●
場
所
　
京
都
府
立
総
合
社
会
福

祉
会
館

●
申
込
方
法
　
１
月
30
日（
金
）ま

で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
昼
食
付
き
。
当
日
欠

席
者
に
は
記
念
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
在

学
１
年
生
も
対
象
で
す
。

問
南
丹
保
健
所
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

催
し

八
木
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
場
所
　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館　
会
議
室

〈
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〉

●
日
時
　
2
月
11
日（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

●
参
加
料
　
２
，
６
０
０
円

●
内
容
　
大
好
き
な
人
に
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
ょ
う
。

●
持
ち
物
　
花
ば
さ
み

〈
水
引
で
咲
く
春
お
雛
〉

●
日
時
　
２
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
３
時

２
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
参
加
料
　
２
，
５
０
０
円

●
持
ち
物
　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

●
内
容
　
水
引
で
お
雛
様
飾
り
を

作
り
ま
す
。

問
N
P
O
法
人　
八
木
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
６
６

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fuanm
100@

kcn.jp

Instagram LINE

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　

申込フォーム
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第
39
回
八
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会

●
日
時
　
２
月
15
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～

●
会
場
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
３

階　
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容
　
活
動
紹
介
、
ス
テ
ー
ジ

発
表

問
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
八
木

事
務
所

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
０

国
際
交
流
協
会

外
国
人
の
た
め
の
防
災
教
室

●
日
時
　
２
月
15
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
国
際
交
流
会
館

●
対
象
　
市
内
に
住
む
外
国
籍
の

方
と
そ
の
家
族
、
関
係
企
業
の

方
。

●
申
込
方
法　
２
月
10
日（
火
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
国
際
交
流
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

info@
nantania.jp

南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長
杯
ボ

ウ
リ
ン
グ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

●
日
時
　
２
月
21
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
開
始

（
受
付
：
午
後
７
時
～
）

●
会
場
　
ア
ル
プ
ラ
ザ
ボ
ウ
ル

●
参
加
資
格
　
18
歳
以
上
の
南
丹

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方（
高

校
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

●
参
加
料
　
１
人
１
，
２
０
０
円

（
当
日
受
付
に
て
徴
収
／
貸
し
靴

代
は
別
途
必
要
）

●
申
込
方
法
　
２
月
18
日（
水
）ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ま
た
は
園

部
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
成
績
に
応
じ
て
賞
品

を
用
意
し
て
い
ま
す（
参
加
賞
あ

り
）

　
会
場
へ
の
往
復
お
よ
び
競
技
中

の
事
故・負
傷
に
つ
い
て
、主
催
者

は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

問
南
丹
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事

務
局

TEL
０
９
０
－
４
３
０
３
－
１
４
５
０

〝
山
里
の
記
憶
〟伝
承
教
室

～
味
噌
づ
く
り
～

　
い
つ
か
住
み
た
い
！
究
極
の
田

舎　
京
都
美
山
・
鶴
ヶ
岡
。

　
そ
の
前
に
試
し
て
み
よ
う
。

●
日
時
　
2
月
21
日（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分

（
味
噌
づ
く
り
体
験
だ
け
の
方
は

午
後
０
時
30
分
ま
で
）

●
場
所
　
旧
鶴
ヶ
岡
小
学
校（
南

丹
市
美
山
町
鶴
ケ
岡
宮
ノ
前
23
－

2
）

●
内
容
　
味
噌
づ
く
り
・
ラ
ン
チ

会
・
先
輩
移
住
者
の
体
験
談
・
地

域
の
見
ど
こ
ろ
案
内

●
持
ち
物
　
仕
込
ん
だ
味
噌
の
持

ち
帰
り
容
器（
ふ
た
付
き
約
１・５

リ
ッ
ト
ル
）、
マ
ス
ク
、
三
角
巾
、

エ
プ
ロ
ン
、
飲
料
、
タ
オ
ル

●
参
加
費
　
２
，
０
０
０
円（
小

学
生
半
額
・
未
就
学
児
無
料
）

●
昼
食
　
ご
希
望
の
方
は
、
特
製

美
山
弁
当
お
茶
付
１
，
５
０
０
円

（
子
ど
も
用
８
０
０
円
）

●
申
込
方
法
　
2
月
16
日（
月
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
20
名

問
鶴
ヶ
岡
振
興
会

TEL
０
７
７
１
－
７
６
－
９
０
２
０

FAX
０
７
７
１
－
７
６
－
９
０
２
１

tsu
ru

g
a

o
k

a9
0

2
0

@
gm

ail.com
南
丹
圏
域
障
害
者
就
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
２
月
21
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

●
場
所
　
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か　

２
階　
大
広
間

●
内
容

・
基
調
講
演「
今
あ
ら
た
め
て
働

き
方
を
問
う
」

・
実
践
報
告「
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
に
つ
い
て
～
当
事
者
と
職
場

か
ら
の
発
信
～
」　

●
定
員
　
１
０
０
名

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
な
ん
た
ん
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
２
４
－
２
１
８
１

FAX
０
７
７
１
－
２
０
－
１
２
４
６

健
幸
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　
健
幸
セ
ミ
ナ
ー
や
な
ん
た
ん
健

幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
成
果
報
告
を

開
催
し
ま
す
。
18
歳
以
上
の
方

は
、
ど
な
た
で
も
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
28
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

●
定
員
　
１
０
０
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
２
月
９
日（
月
）ま

で
に
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
チ
ラ
シ
は
市
役
所
中
央
庁
舎
２

階
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課
・
各
支
所

総
務
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

申込フォーム
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「
２
０
２
５
な
ん
た
ん
ヒ
ュ
ー
マ

ン
シ
ネ
マ
」を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
３
月
８
日（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
20
分

●
会
場
　
園
部
文
化
会
館 

大
ホ

ー
ル

●
対
象
　
南
丹
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

●
映
画
題
名
　
ス
ト
ー
リ
ー
・
オ

ブ
・
マ
イ
・
ラ
イ
フ　
わ
た
し
の

若
草
物
語（
日
本
語
字
幕
あ
り
・

日
本
語
吹
替
な
し
）

●
定
員
　
４
０
０
名（
先
着
順
）

●
申
込
　
３
月
６
日（
金
）ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
希
望
の
方
は
、
３
月
２
日

（
月
）ま
で
に
人
権
政
策
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

jinken@
city.nantan.lg.jp

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
体
験
レ
ッ
ス

ン　
参
加
者
募
集
中

●
日
時
　
毎
週
土
曜
日　
午
後
４

時
開
始　
随
時
直
接
お
越
し
下
さ

い
。

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
創

作
活
動
室

●
内
容
　
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

●
対
象
　
幼
児
・
小
学
生

問
富
本
ク
ラ
ブ
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
チ
ー
ム bom

boo　
川
勝

TEL
０
９
０
－
１
９
５
０
－
６
９
２
０

学
び
の
南
丹「
楽
し
い
音
楽
教
室
」

受
講
者
募
集

●
日
時
　
2
月
17
日
、
2
月
24

日
、
3
月
3
日
、
3
月
10
日　
全

４
回（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー　

創
作
活
動
室　

●
課
題
曲
　「
恋
し
く
て
」（
Ｂ
Ｅ

Ｇ
Ｉ
Ｎ
）、「
手
紙
」（
ア
ン
ジ
ェ

ラ
・
ア
キ
）、「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か

ほ
り
」（
布
施 

明
）、「
心
の
瞳
」

（
坂
本 

九
）

●
受
講
料
　
３
，
０
０
０
円

●
持
ち
物
　
上
履
き
ス
リ
ッ
パ 

●
定
員
　
10
名　

●
申
込
方
法
　
1
月
27
日（
火
）

～
2
月
10
日（
火
）に
、
八
木
市
民

セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

「
京
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ

デ
ミ
ー
」　
参
加
者
募
集
中
！

●
日
時
　
２
月
21
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

ま
で（
受
付
９
時
～
）

●
場
所
　
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
園
部
小
学

校●
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

（
サ
ッ
カ
ー
・
バ
ス
ケ
・
バ
レ
ー
）

※
参
加
者
全
員
が
３
種
目
を
体
験

※
終
了
後
、
希
望
す
る
１
種
目
を

選
択
い
た
だ
き
、
３
月
に
２
回
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

●
定
員
　
１
２
０
名（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
講
師

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
ジ
ュ
ニ
ア

育
成
部
コ
ー
チ

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ　
ア
カ
デ
ミ

ー
コ
ー
チ

京
都
府
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　
コ

ー
チ

●
参
加
対
象
　
京
都
府
内
在
住
の

小
学
１
年
生
～
６
年
生（
競
技
経

験
は
不
問
）

●
申
込
方
法
　
１
月
31
日（
土
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

は
じ
め
て
の
手
前
味
噌
づ
く
り
教
室

●
日
時
　
２
月
23
日（
月
・
祝
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
美
山
町
大
野
振
興
会

●
参
加
費
　
４
，
０
０
０
円

（
有
機
味
噌
１
㎏
分
材
料
費
・
軽

食
込
）

●
定
員
　
６
組（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
美
山
町
ひ
と
つ
ぶ
 

TEL
０
９
０
－
８
３
８
１
－
０
７
０
５

身
近
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
活
用
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
２
月
24
日（
火
）

午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

●
内
容
　
公
共
交
通
機
関
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
移
動
支
援
等
、

社
会
参
加
の
た
め
の
様
々
な
移
動

手
段
に
つ
い
て
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

問
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会
日
吉

事
務
所

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら

インスタグラム
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TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
０
９
４
７

「
南
丹
市
ヨ
ガ
教
室
」

参
加
者
募
集
中

●
日
時
　
２
月
21
日（
土
）

１
部
：
午
後
１
時
～
２
時

（
受
付
：
午
後
０
時
45
分
～
）

２
部
：
午
後
２
時
20
分
～
３
時
20

分（受
付
：
午
後
２
時
５
分
～
）

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館
３
階
練

習
室

●
内
容
　
ヨ
ガ
教
室

●
定
員
　
各
部
先
着
30
名

●
参
加
対
象　
南
丹
市
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
方

●
申
込
方
法
　
２
月
18
日（
水
）午

後
４
時
30
分
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物
　
動
け
る
服
装
・
飲
料

水
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
は
貸
出
可
能
で

す
。

※
中
学
生
以
下
の
参
加
者
に
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

中央図書館蔵書点検のおしらせ
【休館日】
　2月24日（火）～2月27日（金）

南丹市立図書館雑誌スポンサー募集のお知らせ
　雑誌スポンサー制度はスポンサーから雑誌を提供いただき、最新号のカ
バーに広告を掲載する制度です。
　雑誌コーナー充実のためご支援お願いします。

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080　
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）　　　　
図書館ホームページ二次元コード：  　

No.127

新
刊
紹
介

『
ぶ
ら
っ
と
地
学
散
歩
　
近
畿
編
』

著
者
／
柴
山
　
元
彦

発
行
／
創
元
社

『
チ
ー
ム
豊
臣
！
』

作
／
楠
木
　
誠
一
郎

絵
／
酒
井
　
以

発
行
／
静
山
社

 ～他にもこんな本が入っています～
一般書
・水辺の冒険日記　　著者／水ラーメン
・愛しの京都<純喫茶>　　著者／甲斐　みのり
・榎本美沙のみそ本　　著者／榎本　美沙
・最後の答えは、きっと暮らしの中にある。 著者／一田　憲子
・蜂蜜パイ   著者／村上　春樹
・しっぽのカルテ   著者／村山　由佳  
・天橋立物語    著者／嶽本　野ばら 
・マスカレード・ライフ 　　著者／東野　圭吾　 
児童書
・下積み図鑑　　著者／真山　知幸
・つかめ!英語ダマン　英会話で世界にとびだせ!編

作／シン　テフン
・奇妙でフシギな話ばかり　　　作／ブルース・コウヴィル
絵本
・ゆきんこのレストラン　作／ながしま　ひろみ
・パンダおかたづけでんしゃ　作／いりやま　さとし 
・おもちのおやど　作／苅田　澄子　絵／植垣　歩子

大会当日はご不便をおかけしますが、
ノーマイカーデーにご協力をお願いします。
令和８年２月１５日（日）開催
問合先　京都市文化市民局市民スポーツ振興室
TEL：075-222-3138　 FAX：075-213-3367

くわしくは
こちら
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,139人（−14）
　（男：14,217人

（−7）
・女：14,922人

（−7）
）

●世帯数：14,314世帯（+5）
（令和8年1月1日現在）

（　）内は前月比

　
年
末
年
始
の
慌
た
だ
し
さ
が
落

ち
着
き
、
少
し
ず
つ
日
常
が
戻
っ

て
く
る
一
月
下
旬
。
新
た
な
一
年

の
始
ま
り
に
、
気
持
ち
を
新
た
に

さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
本
年
も
、
本
紙
が
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
寄
り
添
う
存
在
と
な
る
よ

う
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る

小
さ
な
話
題
や
、
地
域
で
動
い
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
お

届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
読
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

編
集
後
記

阜
、
岡
山
と
産
地
は
多
い
。
京
都
大
枝
柿
も
有
名
。

し
か
し
そ
ん
な
柿
を
め
ざ
す
の
は
全
く
論
外
で
あ
る
。

　

民
家
の
見
向
き
も
さ
れ
な
い
こ
の
未
利
用
の
資
源

を
何
と
か
活
用
で
き
な
い
か
。
集
め
れ
ば
果
実
は
市

内
だ
け
で
も
す
ご
い
量
と
な
る
。
採
る
手
間
・
剥
く

手
間
が
大
問
題
だ
が
、
市
民
に
採
果
を
呼
び
か
け
、

学
校
の
給
食
に
１
回
で
も
使
え
な
い
か
。
ま
た
、
柿

を
使
っ
た
お
菓
子
や
ス
ウ
ィ
ー
ツ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど

様
々
活
用
策
は
あ
る
。
柿
栖（
か
き
す
）も
手
軽
に
自

作
で
き
る
健
康
食
品
で
、
高
血
圧
予
防
・
疲
労
回
復
・

老
化
防
止
等
の
対
策
と
な
る
。
小
さ
な
特
産
品
加
工

も
企
画
で
き
そ
う
。

　

目
の
前
の
地
域
に
あ
る
も
の
を
使
う
こ
と
が
大
切

だ
。
徳
島
県
上
勝
町
は
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス「
彩
」と
し

て
以
前
か
ら
有
名
だ
が
、
園
部
町
西
本
梅
で
も
野
山

に
あ
る
葉
や
枝
な
ど
に
注
目
し
、
料
理
に
季
節
感
や

香
り
を
添
え
る「
つ
ま
も
の
」事
業
化
を
数
人
で
検
討

し
て
い
る
。
南
丹
市
出
身
で
祇
園
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
取

り
組
め
な
い
か
模
索
中
。
柿
で
は
な
い
が
、
市
内
に

今
あ
る
資
源
を
生
か
し
、
新
た
な
価
値
を
創
り
出
す

挑
戦
に
期
待
し
た
い
。

南
丹
市
長　
西
村　
良
平

　
猛
暑
の
後
、
昨
秋
の
市
内
の
目
を
見
張
る
景
色
は
、

ま
さ
に
満
開
の
柿
の
実
だ
っ
た
。
当
た
り
年
な
の
か

実
付
き
が
最
高
で
、
ま
る
で
黄
色
い
花
が
咲
い
た
様
。

散
っ
た
柿
葉
の
後
を
受
け
持
ち
、
余
す
こ
と
な
く

枝
々
を
彩
る
。

　

柿
は
秋
の
季
語
。
山
里
の
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
を

象
徴
す
る
果
樹
で
あ
る
。
正
岡
子
規
は
生
涯
20
万
を

超
え
る
句
を
詠
ん
だ
が
、「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り

法
隆
寺
」は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
一
句
。
松
尾
芭
蕉
も

ま
た「
里
ふ
り
て
柿
の
木
も
た
ぬ
家
も
な
し
」と
詠
む
。

柿
は
人
里
の
ど
の
家
に
も
必
ず
植
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
ん
な
に
身
近
に
あ
る
柿
を
い
つ
ご
ろ
か
我
々
は

あ
ま
り
食
べ
な
く
な
っ
た
。
収
穫
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
た
柿
の
実
が
、
い
つ
ま
で
も
枝
に
ぶ
ら
下
が
る
姿

が
悲
し
い
。
あ
げ
く
に
カ
ラ
ス
が
つ
つ
き
、
ア
ラ
イ

グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
熊
が
よ
じ
登
り
実
を
採
る
。

野
生
鳥
獣
の
餌
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
か
つ
て
は
長
い
竹
の
先
端
を
割
っ
た
道
具
を
作
り
、

富
有
柿
を
収
穫
す
る
の
が
子
ど
も
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

久
保
柿
や
つ
る
し
柿
に
す
る
渋
柿
も
採
っ
た
。
質
の

劣
る
柿
は
お
や
つ
と
な
り
、
食
べ
過
ぎ
て
よ
く
叱
ら

れ
た
。
箱
に
栗
と
と
も
に
詰
め
て
都
会
の
親
戚
に
送

る
と
非
常
に
喜
ば
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
日
本
各
地
の
柿
産
地
で
は
剪
定
や
施
肥

を
行
い
、
大
き
く
甘
さ
た
っ
ぷ
り
の
ブ
ラ
ン
ド
柿
が

生
産
さ
れ
て
い
る
。
近
く
で
は
奈
良
や
和
歌
山
、
岐

▲庭のハキダメギク


